
重点科目 重点課題 取組 発展的取組

国語 「書くこと」「話す
こと」の指導の充実

・定期考査採点分析システムを用いて、取り組み
や学習の定着度度を教科会で共有する。
・習熟の度合いに応じた漢字の学習を全校で実施
する。
・授業や学校行事等で発表の機会を多く設けるな
ど「言語活動の充実」を図る。

・文化祭での作品発表
・校内ビブリオバトル実施
・生徒生活体験発表への参加
・漢字能力検定の受検

社会
社会的な事象を捉え
るための見方・考え
方を働かせた学習活
動の充実

・社会的事象を、位置や空間的な広がり、時期や
推移などに着目して捉え、類似や差異、因果関係
などで関連付けて考察する活動を重視。
・政治、法、経済などに関わる多様な視点をもっ
て、よりよい社会に向けて主体的に参画する態度
を養うための授業を実施する。

・『総合的な探究』に結びつく探究活動
・主題学習や、課題解決の過程を振り返って考
察を深めたり改善したりしようとする態度の評
価を取り入れた授業の実施

数学
数学の基礎を学び、
論理的な考察を働か
せた学習活動の充実

・数学の基礎計算・公式を学び、十分な計算能力
を身に付けられるよう反復学習を重視する。
・事象から関係性や性質、変化などを考察し、式
や関数、図などで表現する活動を実施する。

・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとする態度の評価
を取り入れた授業の実施

理科
実験と思考学習を通
した論理的な言語活
動の充実

・実験とそれにあわせたレポート作成を重点的な
評価材料とし、これを実施する。
・現代を取り巻く社会問題について、理科的な知
識のもとに理解する力を身につけさせる。

・定期考査の中で筆記試験に加え、実験を行い
考察活動の記録を行う。
・プレゼンテーションを作成し、制限時間内に
他者に対し理科的事象の説明を行い、質疑に対
応する。

保体
「心身の健康の増
進」「保健」の指導
の充実

・各単元ごとに、継続した運動を実施。基本的な
体力の維持、増進を図る。
・種目に合わせた技術や道具の扱い方を身に付け
る活動を行う。
・保健では、テストを実施し評価をする。

・体力テストを実施し、自分の運動能力に合わ
せた活動を行う。
・練習の成果を体育祭で発揮する。

英語 「書くこと」「話す
こと」の指導の充実

・ESAT-Jの問題分析会を実施
・毎授業での単語小テストを実施
・毎授業での「話すこと」についての活動を実施
・考査ごとに「書くこと」についての活動を実施
・発表の機会を多く設け、相互評価を実施

・異なる文化に対する理解を深める
・聞き手,読み手,書き手,話し手に配慮するよう目的
や場面、状況、相手の反応などを踏まえ、適切な語
彙や表現などを選択して活用する授業の実施。
・英語関連検定の受験

家庭 実践的・体験的な学
習活動の充実

・各単元で実験・実習などの実践的・体験的な学
習活動を充実し、生活に関わる基礎的基本的な技
術の定着を図る。
・実験・実習で分かったことや考えたことをまと
めたり発表したりする活動を充実する。

・文化祭での作品発表
・実習での教え合い、作品の相互評価
・体験活動のレポートまとめ及び発表を通し
て、自身の考えを深める学習活動

芸術
「書くこと」「鑑
賞」の指導の充実
「描くこと」と「造
ること」の充実

・漢字の五書体の特徴をとらえる。
・古典を臨書することによって表現方法と技法を
学ぶ。
・各単元で基礎的な実践を通してその奥の深さを
垣間見る。
・手で触った感触や色彩の使い方を体験する。

・文化祭での作品発表。
・半紙作品から条幅作品への展開。
・作品制作を通して集中力を高め、人生に生か
せるさらなる高みへと展開する。

商業
商業の基礎を学び、
目標に向かう学習活
動の充実

・商業科目の基本を学び、自身で考え発展させ解
決するる能力を養う。問題から正解を導き出す反
復練習問題の実施する。
・授業を通じてルールやビジネスマナーの指導を
実施

・各種検定試験の資格を取得
・放課後や長期休業期間等の学習活動
・資格と連動した就職や進学の進路活動
・文化祭の販売実習活動において金銭感覚を養
う

情報
情報を主体的に活用
するための学習活動
の充実

・データ収集と情報分析のための探求活動を実施す
る。
・次世代の情報社会に対応するための情報活用能力
を充実する。

・重要データの収集と分析の情報実習を行う(プ
ログラミング、デザインを含む)
・最新の情報ツールの仕組みを理解し現代社会
において、どのような場面で活用されるのかを
シミュレーションし理解を深める(最新技術予測
を含む)

令和５年度都立葛飾商業高校定時制課程における教科指導の重点


